
 

令 和 ８ 年 ９ 月 1 6 日 

第 7 回 芦屋市被災地支援対策本部会議 

議  題 

《 報 告 事 項 》 

１ 災害見舞金及び見舞状の贈呈について     （企画部市長公室） 

・芦屋市災害見舞金等贈呈要領に基づき、熊本市に対して災害見舞金及び見舞状を贈呈した。 

 

２ 令和８年熊本地震 職員派遣報告（家屋被害認定調査）について（都市政策部都市基盤室） 

 ＊詳細は別添のとおり。 

 



【支援対策本部会議資料】 

令 和  ８ 年  ９ 月  １ ６ 日 

 都市政策部都市基盤室 

 

令和８年熊本地震 職員派遣報告（家屋被害認定調査）について 

 

１ 派遣日程  令和８年８月２１日（金）から８月２６日（水） 

２ 派 遣 先  熊本県宇城市 宇城市役所 ウイングまつばせ（応援職員詰所） 

３ 従 事 者  道路・公園課職員１名、防災安全課職員１名 

４ 内   容  家屋被害認定調査 

５ 活動内容  家屋被害認定１次調査 

  スケジュール例 

８：２０  登庁 調査準備、朝礼 

 ９：００  家屋被害認定調査 平均１２件/１日 （1 次調査、木造） 

１６：３０  帰庁、調査報告 

１７：００  終礼 

６ 派遣先の業務の課題等 

〇現地では 1 次調査（木造）の調査を担当し、外観からの調査を実施した。 

○現地の気温・作業環境は連日４０℃超えを記録し、熱中症の職員が複数名発生していた。 

また、その条件下での屋外作業のため、タブレットの熱暴走が頻繁に発生し、アプリが停止した

り、タブレット自体が強制終了したりする事態が生じた。そのため、保冷袋に保冷剤を詰め込み、

その中にタブレットを収納しながら作業を行った。 

○通信状態も非常に悪く、調査結果をその都度送ろうとすると２０～３０分を要した。次の調査が

行えないため、帰庁後に一斉送信する運用に変更された。なお、本部はスターリンクも導入さ

れており、Wi-Fi 環境も良好であった。 

○３０班体制で一日平均３００件程度を調査していたが、新規申請も同数程度発生し続けたた

め、派遣期間内では残件数がほとんど減少しなかった。 

７ 被災地の状況 

○マンホールが随所で隆起しており、もともと狭い道も多いことから、運転には細心の注意が必要

であった。 

〇土塀の建物は崩壊が顕著であった。 

〇瓦屋根の被害は多く見られた。 

〇宇城市内のスーパー等は物資が届いていないためか閉店しているところが多かった。コンビニ

は通常営業を行っていた。熊本市内や玉名市内は震災の影響をほぼ受けていないように感じ

られた。 

 

以 上 












